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【永原区出前講座資料】



講座の目的

永原区自主防災会の皆様に、富士山火山噴

火災害への備え、特に火山災害時の永原区

の危険度を把握するとともに、避難所運営

時の役割について考察して、いざという時

に適切な行動とれるような知識を身に着け

る。
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富士山で起こりうる噴火現象
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富士山で起こりうる噴火現象

写真：GIFMAGAZINE気象庁ホームページ

① 火砕流

・噴火により放出された高熱
の岩石や破片が、地表に
沿って流れる現象

・火山灰と空気の混ざった高
熱の爆風は火砕サージ

・火砕流や火砕サージの速度
は時速百km以上、温度は
数百℃

・速度も早いので、事前の避
難が必要

・御殿場市の居住地区までの
影響なし

画像：雲仙普賢岳の火砕流の様子
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「2000年有珠山噴火による噴石被害（岡田弘氏提供）
2000年4月16日撮影」

② 大きな噴石

富士山で起こりうる噴火現象

・概ね20～30cm以上を大きな噴
石と定義。

・特に大きな物は1m超
・小さい物でも家の屋根や壁を突
き破る事がある

・登山中などに危険が増した場合
は、丈夫な建物内に避難

・やむをえず外出する場合には
ヘルメットを着用

・御殿場市の居住地区までの
影響なし
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引用：HUFFPOSTホームページ

③ 溶岩流

・溶岩が斜面を流れ下る
現象

・噴出したばかりの溶岩
の温度：900～1200℃

・木々を燃やし、水と触
れ水蒸気爆発を起こす

・流下速度は、一般的に
人が歩く速さ程度

・御殿場市の居住地区まで
の影響あり
・人の避難は比較的容易

画像：ハワイ島・キラウエア火山の溶岩流の様子

富士山で起こりうる噴火現象
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写真：気象庁ホームページ

④ 融雪型火山泥流

・雪の積もっている時期に、溶岩
や火砕流の熱で雪が溶けて起き
る泥流

・積もった雪が一気に溶ける
⇨土石流よりも速く
大量の泥流が谷筋や沢沿いを
遠方まで流下

・御殿場市の居住地区までの影響
あり。

・積雪期の噴火時等には、影響範
囲は事前の避難が必要

富士山で起こりうる噴火現象
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出典：気象庁ホームページ

⑤ 小さな噴石、降灰及び熱い降灰

・噴火により噴出した固形物のうち、
直径2mm以上：『小さな噴石』
直径2mm以下：『火山灰』

・小さな噴石は、火口から10㎞以上、
火山灰は、数十㎞から数百㎞以上風
に流されて運ばれることも

・火山の風下側では爆発的噴火に気付
いたら屋内等に退避すること

・御殿場市の居住地区までの影響あり
・場合によっては、立ち退き避難が必要

写真：桜島昭和火口の爆発による小さな噴石

写真：桜島の降灰（2009年9月）

富士山で起こりうる噴火現象

8



写真：土石流による被害（雲仙普賢岳） 雲仙復興事務所HP

⑥ 土石流

・火山の噴火後、火山灰の
降り積もった地域に雨が
降ると土石流が発生しや
すくなります。

・こうした土石流や泥流は、
高速で斜面を流れ下り、
下流に大きな被害をもた
らします。

・噴火後に雨が予想されて
いる時は、川の近くや谷
の出口に近づかないよう
にしましょう。

・影響範囲は立退き避難が
必要

富士山で起こりうる噴火現象
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富士山噴火時の影響範囲（富士山ハザード統合マップ）
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第3次避難対象エリア
（溶岩流が３時間以内）

第4次避難対象エリア
（溶岩流が24時間以内）

印野小

印野支所

第4次避難対象エリア
（溶岩流が24時間以内）

●西中学校

●御殿場中学校

●高根中学校
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第1次避難対象エリア
（想定火口範囲）

第2次避難対象エリア
（火砕流、大きな噴石）

第5次避難対象エリア
（溶岩流が７日以内）

第6次避難対象エリア
（溶岩流が最終的(57日以内）

第6次避難対象エリア
（溶岩流が最終的(57日以内）

第5次避難対象エリア
（溶岩流が７日以内）

溶岩流等避難対象エリア

分水嶺

竈区
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溶岩流ドリルマップ（大規模噴火Ｌ３０）＝分水嶺より北（Ａパターン）

分水嶺
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溶岩流ドリルマップ（大規模噴火Ｌ３１）＝分水嶺で２分割（Ｂパターン）

分水嶺
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溶岩流ドリルマップ（大規模噴火Ｌ３５）＝分水嶺より南（Ｃパターン）

分水嶺
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パターンＢ
パターンＡ

パターンＣ

溶岩流の流下パターンを区分した想定火口範囲

1815
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溶岩流の流下パターンによる避難の考え方
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避難対象
エリア

溶岩流
到達時間

パターンＡ パターンＢ パターンＣ

３
次

２時間 時之栖、印野、板妻

３時間 保土沢、神場

４
次

６時間
中畑西 小木原、駒門、中清水

風穴、大坂、町屋、尾尻

１２時間
柴怒田、仁杉
中畑北

杉名沢

２４時間
上小林、水土野
山之尻、中畑東

川柳、中畑南、小木原
時之栖、永塚

竈、富士見原

５
次 ７日

古沢、塚原、六日市場
清後、美乃和
西田中、栢ノ木
北久原、御殿場、萩原
二枚橋、東田中
深沢、茱萸沢上
中畑西、中畑南

水土野、柴怒田
上小林、塚原、山之尻
六日市場、清後、仁杉、西田中
北久原、御殿場、萩原、中畑北
中畑東、茱萸沢上、保土沢
北畑、大沢、杉名沢、板妻
神場、竈、萩蕪、中山上
中山下、沼田、二子、駒門
中清水

中畑西、川柳、中畑南
中山下、神山、高内

６
次 最終

古沢、美乃和、栢ノ木、湯沢
二枚橋、東田中、鮎沢、深沢
茱萸沢下、川島田、神山、高内
風穴、大坂、富士見原、町屋
尾尻

永塚、北畑、大沢
中山上、二子

到達の危険なし
東山、二の岡、新橋、永原、森之腰、矢崎

溶岩流流下パターン別避難対象区

：パターン避難 ：リアルタイムハザードマップ（ドリルマップ避難）による避難
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規模別・流下パターン別区分表（市全域）

パターンA
（分水嶺の北）

パターンB
（分水嶺の北南）

パターンC
（分水嶺の南）

規模別本数計

大規模
（L）

３
(28,29,30)

４
(31,32,33,34)

４
(35,36,37,38)

１１

中規模
（M）

4
(32,33,34,35)

4
(36,37,38,39)

７
(40,41,42,43,44

45,46)

１５

小規模
（Ｓ）

２
(35,36)

２
(38,39)

８
(40,41,42,43
44,45,46,47)

１２

パターン別
本数合計 ９ １０ １９ ３８/２５２
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規模別区分表（御殿場地区）
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溶岩流

計 数 番　号 数 番　号 数 番　号

1 御殿場 6 5 ㉙㉚㉛㉜㉝ 1 ㉟

2 深　沢 5 4 ㉚㉛㉜㉝ 1 ㉟

3 東　山 0

4 東田中 5 4 ㉚㉛㉜㉝ 1 ㉟

5 二の岡 0

6 鮎　沢 2 2 ㉛㉜

7 新　橋 0

8 湯　沢 0

9 萩　原 7 4 ㉚㉛㉜㉝ 3 ㉟㊱㊲

10 二枚橋 5 4 ㉚㉛㉜㉝ 1 ㉟

11 西田中 6 4 ㉙㉚㉛㉝ 2 ㉟㊱

12 北久原 7 5 ㉙㉚㉛㉜㉝ 2 ㉟㊱

13 仁　杉 10 6 ㉙㉚㉛㉜㉝㉞ 4 ㉞㉟㊱㊲

14 栢ノ木 5 3 ㉙㉛㉝ 2 ㉟㊱

15 永　原 0

御殿場

L M S

一連 地 区 区



規模別区分表（富士岡地区）

20

溶岩流

計 数 番　号 数 番　号 数 番　号

16 竈 14 7 ㉛㉜㉝㉞㉟㊱㊲ 6 ㊲㊳㊴㊵㊶㊷ 1 ㊸

17 萩　蕪 4 3 ㉜㉝㉞ 1 ㊳

18 沼　田 2 1 ㉞ 1 ㊳

19 二　子 3 1 ㉞ 2 ㊳㊷

20 中山上 5 3 ㉜㉝㉞ 2 ㊳㊷

21 中山下 16 8 ㉛㉜㉝㉞㉟㊱㊲㊳ 8 ㊳㊴㊵㊶㊷㊹㊺㊻

22 風 穴 18 8 ㉛㉜㉝㉞㉟㊱㊲㊳ 9 ㊳㊴㊵㊶㊷㊸㊹㊺㊻ 1 ㊹

23 中清水 19 8 ㉛㉜㉝㉞㉟㊱㊲㊳ 9 ㊳㊴㊵㊶㊷㊸㊹㊺㊻ 2 ㊹㊺

24 駒 門 19 8 ㉛㉜㉝㉞㉟㊱㊲㊳ 9 ㊳㊴㊵㊶㊷㊸㊹㊺㊻ 2 ㊹㊺

25 大　坂 17 7 ㉜㉝㉞㉟㊱㊲㊳ 9 ㊳㊴㊵㊶㊷㊸㊹㊺㊻ 1 ㊹

26 町　屋 16 7 ㉜㉝㉞㉟㊱㊲㊳ 8 ㊳㊵㊶㊷㊸㊹㊺㊻ 1 ㊹

27 高　内 5 4 ㉜㉝㉞㉟ 1 ㊷

28 尾　尻 15 7 ㉜㉝㉞㉟㊱㊲㊳ 7 ㊵㊶㊷㊸㊹㊺㊻ 1 ㊹

29 神　山 4 3 ㉝㉞㉟ 1 ㊷

30 富士見原 16 7 ㉜㉝㉞㉟㊱㊲㊳ 8 ㊳㊴㊵㊶㊷㊹㊺㊻ 1 ㊹

富士岡

L M S

一連 地 区 区



規模別区分表（原里地区）

21

溶岩流

計 数 番　号 数 番　号 数 番　号

31 川島田 1 1 ㉛

32 森之腰 0

33 杉名沢 15 7 ㉛㉜㉝㉞㉟㊱㊲ 6 ㊲㊳㊴㊵㊶㊷ 2 ㊷㊸

34 神　場 23 8 ㉛㉜㉝㉞㉟㊱㊲㊳ 10 ㊲㊳㊴㊵㊶㊷㊸㊹㊺㊻ 5 ㊶㊷㊸㊹㊺

35 板　妻 23 7 ㉜㉝㉞㉟㊱㊲㊳ 10 ㊲㊳㊴㊵㊶㊷㊸㊹㊺㊻ 6 ㊵㊶㊷㊸㊹㊺

36 保土沢 17 7 ㉛㉜㉝㉞㉟㊱㊲ 6 ㊲㊳㊴㊵㊶㊷ 4 ㊵㊶㊷㊸

37 永　塚 10 5 ㉛㉜㉝㉞㉟ 4 ㊱㊲㊳㊴ 1 ㊴

38 北　畑 8 5 ㉛㉜㉝㉞㉟ 3 ㊲㊳㊴

39 大　沢 8 5 ㉛㉜㉝㉞㉟ 3 ㊲㊳㊴

40 矢　崎 0

原 里

L M S

一連 地 区 区



規模別区分表（玉穂地区）

22

溶岩流

計 数 番　号 数 番　号 数 番　号

41 茱萸沢下 1 1 ㉛

42 茱萸沢上 8 5 ㉚㉛㉜㉝㉞ 3 ㉟㊱㊲

43 中畑東 10 6 ㉙㉚㉛㉜㉝㉞ 4 ㉞㉟㊱㊲

44 中畑北 10 6 ㉙㉚㉛㉜㉝㉞ 4 ㉞㉟㊱㊲ 0

45 中畑南 10 5 ㉛㉜㉝㉞㉟ 5 ㉟㊱㊲㊳㊴

46 中畑西 13 5 ㉛㉜㉝㉞㉟ 5 ㉟㊱㊲㊳㊴ 3 ㊳㊴㊵

47 川　柳 10 5 ㉛㉜㉝㉞㉟ 4 ㊱㊲㊳㊴ 1 ㊴

玉 穂

L M S

一連 地 区 区



規模別区分表（印野地区）
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溶岩流

計 数 番　号 数 番　号 数 番　号

48 小木原 16 5 ㉛㉜㉝㉞㉟ 7 ㊱㊲㊳㊴㊵㊶㊷ 4 ㊵㊶㊷㊸

49 時之栖 16 6 ㉜㉝㉞㉟㊱㊲ 6 ㊲㊳㊴㊵㊶㊷ 4 ㊵㊶㊷㊸

50 印　野 15 3 ㊱㊲㊳ 7 ㊵㊶㊷㊸㊹㊺㊻ 5 ㊸㊹㊺㊻㊼

印 野

L M S

一連 地 区 区



規模別区分表（高根地区）

24

溶岩流

計 数 番　号 数 番　号 数 番　号

51 塚　原 5 3 ㉙㉚㉛ 2 ㉟㊱

52 六日市場 4 3 ㉙㉚㉛ 1 ㉟

53 美乃和 5 4 ㉚㉛㉜㉝ 1 ㉟

54 清　後 6 5 ㉙㉚㉛㉜㉝ 1 ㉟

55 山之尻 5 3 ㉙㉚㉛ 2 ㉟㊱

56 柴怒田 6 4 ㉙㉚㉛㉜ 2 ㉟㊱

57 上小林 8 4 ㉘㉙㉚㉛ 4 ㉝㉞㉟㊱

58 水土野 7 4 ㉙㉚㉛㉜ 3 ㉞㉟㊱

59 古　沢 5 3 ㉘㉙㉛ 2 ㉝㉞

高 根

L M S

一連 地 区 区



規模別区分表（原里地区）

25

溶岩流

計 数 番　号 数 番　号 数 番　号

31 川島田 1 1 ㉛

32 森之腰 0

33 杉名沢 15 7 ㉛㉜㉝㉞㉟㊱㊲ 6 ㊲㊳㊴㊵㊶㊷ 2 ㊷㊸

34 神　場 23 8 ㉛㉜㉝㉞㉟㊱㊲㊳ 10 ㊲㊳㊴㊵㊶㊷㊸㊹㊺㊻ 5 ㊶㊷㊸㊹㊺

35 板　妻 23 7 ㉜㉝㉞㉟㊱㊲㊳ 10 ㊲㊳㊴㊵㊶㊷㊸㊹㊺㊻ 6 ㊵㊶㊷㊸㊹㊺

36 保土沢 17 7 ㉛㉜㉝㉞㉟㊱㊲ 6 ㊲㊳㊴㊵㊶㊷ 4 ㊵㊶㊷㊸

37 永　塚 10 5 ㉛㉜㉝㉞㉟ 4 ㊱㊲㊳㊴ 1 ㊴

38 北　畑 8 5 ㉛㉜㉝㉞㉟ 3 ㊲㊳㊴

39 大　沢 8 5 ㉛㉜㉝㉞㉟ 3 ㊲㊳㊴

40 矢　崎 0

原 里

L M S

一連 地 区 区



溶岩流の流下方向に対して直交方向への避難イメージ

市街地のように傾斜が緩や
かになると流下速度が低下
する。溶岩流速度は徒歩より
遅くなる。

流下方向に対して直交方向
に避難することで安全確保が
可能でありかつ避難距離も短
くなる。

このため徒歩での移動は数
百mから数㎞程度となる。

↓
徒歩でも避難可能

溶岩流からの車両避難は車
両集中や降灰が生じ走行不
能による
渋滞が発生する可能性が大

避難行動要支援者の逃げ遅
れや救援車両の進出の遅れ
が発生 → 命の危険

26
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避難対象者の区分と避難手段

区 分 避難対象者

一般住民 御殿場市内に居住する住民(避難行動要支援者を除く。)

避難行動
要支援者

自分や家族の支援だけでは避難できない高齢者や障害者で、
避難行動要支援者名簿に記載された者

観光客等 御殿場市に訪れた観光客・登山者・通勤・通学者等

区 分 自家用車の有無 避難手段

一般住民
あり

原則徒歩
なし

避難行動
要支援者

あり 自家用車

なし 市、県が手配したバス等の車両

観光客等
あり 自家用車

なし 公共交通機関等入域した手段

〇避難対象者の区分

〇避難手段

27



御殿場地区溶岩流最速到達・最大影響範囲ドリルマップ

ドリル
マップ数

最速
到達

最大
範囲

一時集結地

①御殿場 ６ Ｍ３５ Ｌ３１ 御殿場高

②深 沢 ６ Ｍ３５ Ｌ３１ ＹＭＣＡ東山荘

③東田中 ５ Ｍ３５ Ｌ３１ 富士見公園

④鮎 沢 ２ Ｌ３１ Ｌ３１ 鮎沢公民館

⑤萩 原 ７ Ｍ３５ Ｌ３１ 中央公園

⑥二枚橋 ５ Ｍ３５ Ｌ３１ 御殿場小

⑦西田中 ６ Ｍ３５ Ｌ３１
御殿場高

東小、御殿場小

⑧北久原 ８ Ｍ３５ Ｌ３１ 御殿場中

⑨仁 杉 １０ Ｍ３５ Ｍ３５ 市体育館

⑩栢ノ木 ２ Ｍ３５ Ｌ３１ 御殿場高

28
第３次
避難対象エリア

第４次
避難対象エリア

第５次
避難対象エリア

第６次
避難対象エリア

凡例：

※ 令和５年度「富士山火山避難計画に関する自主防災会に対する説明会」(5.9.26)に作成した防災マップとオーバレイ 参照



富士岡地区溶岩流最速到達・最大影響範囲ドリルマップ

ドリル
マップ数

最速
到達

最大
範囲

一時集結地

① 竈 １４ Ｍ４１ Ｌ３４
竈幼稚園
富士岡小

②萩 蕪 ４ Ｍ３８ Ｌ３４ 富士岡小

③沼 田 ２ Ｌ３４ Ｌ３４ 富士岡小

④二 子 ３ Ｌ３４ Ｌ３４ 富士岡中

⑤中山上 ５ Ｌ３４ Ｌ３４ 富士岡小

⑥中山下 １６ Ｍ４２ Ｌ３４ 富士岡中

⑦風 穴 １８ Ｍ４３ Ｌ３６ 富士岡中

⑧中清水 １９ Ｍ４３ Ｌ３４ 富士岡小

29
第３次
避難対象エリア

第４次
避難対象エリア

第５次
避難対象エリア

第６次
避難対象エリア

凡例：



富士岡地区溶岩流最速到達・最大影響範囲ドリルマップ

ドリル
マップ数

最速
到達

最大
範囲

一時集結地

⑨駒 門 １９ Ｌ３６ Ｌ３２ 富士岡小

⑩大 坂 １７ Ｍ４３ Ｌ３４ 富士岡中

⑪町 屋 １７ Ｍ４３ Ｌ３４ 神山小

⑫高 内 ２ Ｌ３４ Ｌ３４ 神山小

⑬尾 尻 １６ Ｍ４３ Ｌ３４ 神山小

⑭神 山 ４ Ｌ３５ Ｌ３４ 神山小

⑮富士見原 １６ Ｍ４４ Ｌ３５ 神山小

30
第３次
避難対象エリア

第４次
避難対象エリア

第５次
避難対象エリア

第６次
避難対象エリア

凡例：

※ 令和５年度「富士山火山避難計画に関する自主防災会に対する説明会」(5.9.19)に作成した防災マップとオーバレイ
参照



原里地区溶岩流最速到達・最大影響範囲ドリルマップ

ドリル
マップ数

最速
到達

最大
範囲

一時集結地

①川島田 １ Ｌ３１ Ｌ３１ 森之腰公民館

②杉名沢 １５ Ｍ４１ Ｌ３４ 朝日小

③神 場 ２３ Ｍ４３ Ｌ３６ 朝日小

④板 妻 ２３ Ｍ４２ Ｌ３６ 原里中

⑤保土沢 １７ Ｍ４１ Ｌ３４ 原里小

⑥永 塚 １０ Ｌ３４ Ｌ３４ 市体育館

⑦北 畑 ８ Ｌ３４ Ｌ３１ 市体育館

⑧大 沢 ８ Ｌ３２ Ｌ３１ 朝日小

31
第３次
避難対象エリア

第４次
避難対象エリア

第５次
避難対象エリア

第６次
避難対象エリア

凡例：

※ 令和５年度「富士山火山避難計画に関する自主防災会に対する説明会」(5.9.12)に作成した防災マップとオーバレイ
参照



玉穂地区溶岩流最速到達・最大影響範囲ドリルマップ

ドリル
マップ
数

最速
到達

最大
範囲

一時集結地

①茱萸沢下 １ Ｌ３１ Ｌ３１ 玉穂第１保育園

②茱萸沢上 ８ Ｌ３１ Ｌ３１ 玉穂小

③中畑東 １０ Ｍ３５ Ｌ３１ 玉穂小

④中畑北 １０ Ｍ３５ Ｌ３１ 西中

⑤中畑南 １０ Ｌ３４ Ｌ３４ 西中

⑥中畑西 １３ Ｍ３８ Ｌ３１ 西中

⑦川 柳 １０ Ｌ３４ Ｌ３４ 西中

32
第３次
避難対象エリア

第４次
避難対象エリア

第５次
避難対象エリア

第６次
避難対象エリア

凡例：

※ 令和５年度「富士山火山避難計画に関する自主防災会に対する説明会」(5.9.20)に作成した防災マップとオーバレイ
参照



印野地区溶岩流最速到達・最大影響範囲ドリルマップ

ドリル
マップ数

最速
到達

最大
範囲

一時集結地

①小木原 １６ Ｍ４１ Ｌ３４
樹空の森
西中

②時之栖 １６ Ｍ４１ Ｍ４１
樹空の森
西中

③印 野 １５ Ｌ３６ Ｍ４２ 西中

33
第３次
避難対象エリア

第４次
避難対象エリア

第５次
避難対象エリア

第６次
避難対象エリア

凡例：

※ 令和５年度「富士山火山避難計画に関する自主防災会に対する説明会」(5.9.21)に作成した防災マップとオーバレイ
参照



高根地区溶岩流最速到達・最大影響範囲ドリルマップ

ドリル
マップ数

最速
到達

最大
範囲

一時集結地

①塚 原 ５ Ｍ３５ Ｌ２９ 高根中

②六日市場 ４ Ｍ３５ Ｌ２９ 高根小

③美乃和 ５ Ｍ３５ Ｌ３３ 高根小

④清 後 ６ Ｍ３５ Ｌ３１ 高根小

⑤山之尻 ５ Ｍ３５ Ｍ３５ 高根中

⑥柴怒田 ６ Ｍ３５ Ｌ３１ 市体育館

⑦上小林 ８ Ｌ３０ Ｌ３１ 高根中

⑧水土野 ７ Ｍ３５ Ｌ２９ 市体育館

⑨古 沢 ５ Ｌ２８ Ｌ２９ 高根小

34
第３次
避難対象エリア

第４次
避難対象エリア

第５次
避難対象エリア

第６次
避難対象エリア

凡例：

※ 令和５年度「富士山火山避難計画に関する自主防災会に対する説明会」(5.10.3)に作成した防災マップとオーバレイ
参照



避難対象
エリア

溶岩流
到達時間

パターンＡ パターンＢ パターンＣ

３
次

２時間 時之栖、印野、板妻

３時間 保土沢、神場

４
次

６時間
中畑西 小木原、駒門、中清水

風穴、大坂、町屋、尾尻

１２時間
柴怒田、仁杉
中畑北

杉名沢

２４時間
上小林、水土野
山之尻、中畑東

川柳、中畑南、小木原
時之栖、永塚

竈、富士見原

５
次 ７日

古沢、塚原、六日市場
清後、美乃和
西田中、栢ノ木
北久原、御殿場、萩原
二枚橋、東田中
深沢、茱萸沢上
中畑西、中畑南

水土野、柴怒田
上小林、塚原、山之尻
六日市場、清後、仁杉、西田中
北久原、御殿場、萩原、中畑北
中畑東、茱萸沢上、保土沢
北畑、大沢、杉名沢、板妻
神場、竈、萩蕪、中山上
中山下、沼田、二子、駒門
中清水

中畑西、川柳、中畑南
中山下、神山、高内

６
次 最終

古沢、美乃和、栢ノ木、湯沢
二枚橋、東田中、鮎沢、深沢
茱萸沢下、川島田、神山、高内
風穴、大坂、富士見原、町屋
尾尻

永塚、北畑、大沢
中山上、二子

到達の危険なし
東山、二の岡、新橋、永原、森之腰、矢崎

溶岩流流下パターン別避難対象区

：パターン避難 ：リアルタイムハザードマップ（ドリルマップ避難）による避難
35



規模別区分表（原里地区）

36

溶岩流

計 数 番　号 数 番　号 数 番　号

31 川島田 1 1 ㉛

32 森之腰 0

33 杉名沢 15 7 ㉛㉜㉝㉞㉟㊱㊲ 6 ㊲㊳㊴㊵㊶㊷ 2 ㊷㊸

34 神　場 23 8 ㉛㉜㉝㉞㉟㊱㊲㊳ 10 ㊲㊳㊴㊵㊶㊷㊸㊹㊺㊻ 5 ㊶㊷㊸㊹㊺

35 板　妻 23 7 ㉜㉝㉞㉟㊱㊲㊳ 10 ㊲㊳㊴㊵㊶㊷㊸㊹㊺㊻ 6 ㊵㊶㊷㊸㊹㊺

36 保土沢 17 7 ㉛㉜㉝㉞㉟㊱㊲ 6 ㊲㊳㊴㊵㊶㊷ 4 ㊵㊶㊷㊸

37 永　塚 10 5 ㉛㉜㉝㉞㉟ 4 ㊱㊲㊳㊴ 1 ㊴

38 北　畑 8 5 ㉛㉜㉝㉞㉟ 3 ㊲㊳㊴

39 大　沢 8 5 ㉛㉜㉝㉞㉟ 3 ㊲㊳㊴

40 矢　崎 0

原 里

L M S

一連 地 区 区



原里地区溶岩流最速到達・最大影響範囲ドリルマップ

ドリル
マップ数

最速
到達

最大
範囲

一時集結地

①川島田 １ Ｌ３１ Ｌ３１ 森之腰公民館

②杉名沢 １５ Ｍ４１ Ｌ３４ 朝日小

③神 場 ２３ Ｍ４３ Ｌ３６ 朝日小

④板 妻 ２３ Ｍ４２ Ｌ３６ 原里中 朝日小

⑤保土沢 １７ Ｍ４１ Ｌ３４ 原里小 朝日小

⑥永 塚 １０ Ｌ３４ Ｌ３４ 市体育館

⑦北 畑 ８ Ｌ３４ Ｌ３１ 市体育館

⑧大 沢 ８ Ｌ３２ Ｌ３１ 朝日小

37
凡例：

第３次
避難対象エリア
溶岩流３時間以内

第４次
避難対象エリア
溶岩流24時間以内

第５次
避難対象エリア
溶岩流７日以内

第６次
避難対象エリア
溶岩流最終的



38

保土沢区 溶岩流ドリルマップ 最速Ｍ41



保土沢区 溶岩流ドリルマップ 最速Ｍ４１

39



40

保土沢区 溶岩流ドリルマップ 最大Ｌ34



保土沢区 溶岩流ドリルマップ 最大Ｌ３４

41



避難対象
エリア

溶岩流
到達時間

パターンＡ パターンＢ パターンＣ

３
次

２時間 時之栖、印野、板妻

３時間 保土沢、神場

４
次

６時間
中畑西 小木原、駒門、中清水

風穴、大坂、町屋、尾尻

１２時間
柴怒田、仁杉
中畑北

杉名沢

２４時間
上小林、水土野
山之尻、中畑東

川柳、中畑南、小木原
時之栖、永塚

竈、富士見原

５
次 ７日

古沢、塚原、六日市場
清後、美乃和
西田中、栢ノ木
北久原、御殿場、萩原
二枚橋、東田中
深沢、茱萸沢上
中畑西、中畑南

水土野、柴怒田
上小林、塚原、山之尻
六日市場、清後、仁杉、西田中
北久原、御殿場、萩原、中畑北
中畑東、茱萸沢上、保土沢
北畑、大沢、杉名沢、板妻
神場、竈、萩蕪、中山上
中山下、沼田、二子、駒門
中清水

中畑西、川柳、中畑南
中山下、神山、高内

６
次 最終

古沢、美乃和、栢ノ木、湯沢
二枚橋、東田中、鮎沢、深沢
茱萸沢下、川島田、神山、高内
風穴、大坂、富士見原、町屋
尾尻

永塚、北畑、大沢
中山上、二子

到達の危険なし
東山、二の岡、新橋、永原、森之腰、矢崎

溶岩流流下パターン別避難対象区

：パターン避難 ：リアルタイムハザードマップ（ドリルマップ避難）による避難
42



規模別区分表（玉穂地区）

43

溶岩流

計 数 番　号 数 番　号 数 番　号

41 茱萸沢下 1 1 ㉛

42 茱萸沢上 8 5 ㉚㉛㉜㉝㉞ 3 ㉟㊱㊲

43 中畑東 10 6 ㉙㉚㉛㉜㉝㉞ 4 ㉞㉟㊱㊲

44 中畑北 10 6 ㉙㉚㉛㉜㉝㉞ 4 ㉞㉟㊱㊲ 0

45 中畑南 10 5 ㉛㉜㉝㉞㉟ 5 ㉟㊱㊲㊳㊴

46 中畑西 13 5 ㉛㉜㉝㉞㉟ 5 ㉟㊱㊲㊳㊴ 3 ㊳㊴㊵

47 川　柳 10 5 ㉛㉜㉝㉞㉟ 4 ㊱㊲㊳㊴ 1 ㊴

玉 穂

L M S

一連 地 区 区



玉穂地区溶岩流最速到達・最大影響範囲ドリルマップ

ドリル
マップ
数

最速
到達

最大
範囲

一時集結地

①茱萸沢下 １ Ｌ３１ Ｌ３１ 玉穂第１保育園

②茱萸沢上 ８ Ｌ３１ Ｌ３１ 玉穂小

③中畑東 １０ Ｍ３５ Ｌ３１ 玉穂小

④中畑北 １０ Ｍ３５ Ｌ３１ 西中

⑤中畑南 １０ Ｌ３４ Ｌ３４ 西中

⑥中畑西 １３ Ｍ３８ Ｌ３１ 西中

⑦川 柳 １０ Ｌ３４ Ｌ３４ 西中

44
第３次
避難対象エリア

第４次
避難対象エリア

第５次
避難対象エリア

第６次
避難対象エリア

凡例：

※ 令和５年度「富士山火山避難計画に関する自主防災会に対する説明会」(5.9.20)に作成した防災マップとオーバレイ
参照



45

中畑西区 溶岩流ドリルマップ 最速Ｍ38

45駒門SIC

矢場居

原里小前

中畑

印野

板妻

神場東

中畑西



中畑西区 溶岩流ドリルマップ 最速Ｍ３８



47

中畑西区 溶岩流ドリルマップ 最大Ｌ31

富士岡駅
駒門SIC

矢場居

原里小前

中畑

印野

板妻

神場東

中畑西

47



中畑西区 溶岩流ドリルマップ 最大Ｌ３１

野菊寮



避難対象
エリア

溶岩流
到達時間

パターンＡ パターンＢ パターンＣ

３
次

２時間 時之栖、印野、板妻

３時間 保土沢、神場

４
次

６時間
中畑西 小木原、駒門、中清水

風穴、大坂、町屋、尾尻

１２時間
柴怒田、仁杉
中畑北

杉名沢

２４時間
上小林、水土野
山之尻、中畑東

川柳、中畑南、小木原
時之栖、永塚

竈、富士見原

５
次 ７日

古沢、塚原、六日市場
清後、美乃和
西田中、栢ノ木
北久原、御殿場、萩原
二枚橋、東田中
深沢、茱萸沢上
中畑西、中畑南

水土野、柴怒田
上小林、塚原、山之尻
六日市場、清後、仁杉、西田中
北久原、御殿場、萩原、中畑北
中畑東、茱萸沢上、保土沢
北畑、大沢、杉名沢、板妻
神場、竈、萩蕪、中山上
中山下、沼田、二子、駒門
中清水

中畑西、川柳、中畑南
中山下、神山、高内

６
次 最終

古沢、美乃和、栢ノ木、湯沢
二枚橋、東田中、鮎沢、深沢
茱萸沢下、川島田、神山、高内
風穴、大坂、富士見原、町屋
尾尻

永塚、北畑、大沢
中山上、二子

到達の危険なし
東山、二の岡、新橋、永原、森之腰、矢崎

溶岩流流下パターン別避難対象区

：パターン避難 ：リアルタイムハザードマップ（ドリルマップ避難）による避難
49



規模別区分表（御殿場地区）

50

溶岩流

計 数 番　号 数 番　号 数 番　号

1 御殿場 6 5 ㉙㉚㉛㉜㉝ 1 ㉟

2 深　沢 5 4 ㉚㉛㉜㉝ 1 ㉟

3 東　山 0

4 東田中 5 4 ㉚㉛㉜㉝ 1 ㉟

5 二の岡 0

6 鮎　沢 2 2 ㉛㉜

7 新　橋 0

8 湯　沢 0

9 萩　原 7 4 ㉚㉛㉜㉝ 3 ㉟㊱㊲

10 二枚橋 5 4 ㉚㉛㉜㉝ 1 ㉟

11 西田中 6 4 ㉙㉚㉛㉝ 2 ㉟㊱

12 北久原 7 5 ㉙㉚㉛㉜㉝ 2 ㉟㊱

13 仁　杉 10 6 ㉙㉚㉛㉜㉝㉞ 4 ㉞㉟㊱㊲

14 栢ノ木 5 3 ㉙㉛㉝ 2 ㉟㊱

15 永　原 0

御殿場

L M S

一連 地 区 区

Ａパターン Ｂパターン



御殿場地区溶岩流最速到達・最大影響範囲ドリルマップ

ドリル
マップ数

最速
到達

最大
範囲

一時集結地

①御殿場 ６ Ｍ３５ Ｌ３１ 御殿場高

②深 沢 ６ Ｍ３５ Ｌ３１ ＹＭＣＡ東山荘

③東田中 ５ Ｍ３５ Ｌ３１ 富士見公園

④鮎 沢 ２ Ｌ３１ Ｌ３１ 鮎沢公民館

⑤萩 原 ７ Ｍ３５ Ｌ３１ 中央公園

⑥二枚橋 ５ Ｍ３５ Ｌ３１ 御殿場小

⑦西田中 ６ Ｍ３５ Ｌ３１
御殿場高

東小、御殿場小

⑧北久原 ８ Ｍ３５ Ｌ３１ 御殿場中

⑨仁 杉 １０ Ｍ３５ Ｍ３５ 市体育館

⑩栢ノ木 ２ Ｍ３５ Ｌ３１ 御殿場高

51
第３次
避難対象エリア

第４次
避難対象エリア

第５次
避難対象エリア

第６次
避難対象エリア

凡例：

※ 令和５年度「富士山火山避難計画に関する自主防災会に対する説明会」(5.9.26)に作成した防災マップとオーバレイ 参照
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西田中区 溶岩流ドリルマップ 最速Ｍ３５

富士岡駅
矢場居

原里小前

中畑

印野

板妻

神場東

西田中区

市役所北

萩原北



西田中区 溶岩流ドリルマップ 最速Ｍ３５
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西田中区 溶岩流ドリルマップ 最大Ｌ３１

中畑

54

富士岡駅

矢場居

原里小前
印野

板妻

神場東

東田中区

54

市役所北

萩原北



西田中区 溶岩流ドリルマップ 最大Ｌ３１
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噴火警戒レベルにおける火山活動と対応の基準

56

火山の状況に
関する解説情報

（臨時）



避難対象
エリア

第１次 第２次 第３次 第４次 第５次 第６次

避難者の
属性

観光客等
（登山者を含む。）

観光客等
要支
援者

一般
市民

要支
援者

一般
市民

要支
援者

一般
市民

要支
援者

一般
市民

レベル１ 平 時（活火山であることに留意）

解説情報
（臨時）

帰 宅
（登山者は下山）

帰 宅

情報収集

レベル３

避難
準備

情報収集

園児・児童・生徒の引き渡し

レベル４
避難
開始

避難準備 情報収集

レベル５ 避難準備
情報
収集

避難
準備

情報
収集

噴火直後
避難開始

（対象パターンで
必要な範囲）

避難準備

噴火状況
判明後

避難開始
（リアルタイムハザードマップで

必要な範囲） 57

溶岩流の流下に伴う避難対象エリア別避難等開始基準（いつ）



説 明 項 目

１ 地震・風水害・富士山火山災害の影響範囲とその対応

○ 御殿場市の地震被害想定とその対応

○ 御殿場市の洪水ハザードマップの見方（園への影響）

とその対応

○ 御殿場市富士山火山防災マップの見方（園への影響）

とその対応

２ 避難所運営時の自主防災会の役割

３ 質疑応答

58
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自
主
防
災
組
織
等
に
よ
る
避
難
所
支
援

避難所運営組織の編成

警備班



避難所運営上必要な事項

◇避難所運営本部の設置
・自主防災組織中心の避難所運営が基本
・行政職員や施設職員に依存し過ぎない。
・ボランティアの力を活用する。

◇各班での活動（役割分担の例）

① 総務班 運営本部会議の事務局、記録、地域との連携

② 被災者管理班 名簿管理、問い合わせ・取材への対応

③ 情報班 避難所外の情報収集、避難所内外向け情報発信

④ 食料・物資班 食料・物資の調達・管理・配給、炊き出し

⑤ 施設管理班 危険箇所対応、防犯・治安

⑥ 保健・衛生班 衛生管理・ゴミ・風呂・トイレ・掃除・ペット・介護

⑦ 要援護者班 災害時要援護者支援

⑧ ボランティア班 ボランティアの受入・管理

⑨ 警備班 訓練時の安全確保
60



『カタログ防災・避難所品』
【提供】相日防災（㈱）
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避難所運営上必要な事項

◇避難所運営本部の設置
・自主防災組織中心の避難所運営が基本
・行政職員や施設職員に依存し過ぎない。
・ボランティアの力を活用する。

◇各班での活動（役割分担の例）

① 総務班 運営本部会議の事務局、記録、地域との連携

② 被災者管理班 名簿管理、問い合わせ・取材への対応

③ 情報班 避難所外の情報収集、避難所内外向け情報発信

④ 食料・物資班 食料・物資の調達・管理・配給、炊き出し

⑤ 施設管理班 危険箇所対応、防犯・治安

⑥ 保健・衛生班 衛生管理・ゴミ・風呂・トイレ・掃除・ペット・介護

⑦ 要援護者班 災害時要援護者支援

⑧ ボランティア班 ボランティアの受入・管理

⑨ 警備班 訓練時の安全確保
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避難所運営上必要な事項

◇避難所運営本部の設置
・自主防災組織中心の避難所運営が基本
・行政職員や施設職員に依存し過ぎない。
・ボランティアの力を活用する。

◇各班での活動（役割分担の例）

① 総務班 運営本部会議の事務局、記録、地域との連携

② 被災者情報班 名簿管理、問い合わせ・取材への対応

③ 情報班 避難所外の情報収集、避難所内外向け情報発信

④ 食料・物資班 食料・物資の調達・管理・配給、炊き出し

⑤ 施設管理班 危険箇所対応、防犯・治安

⑥ 保健・衛生班 衛生管理・ゴミ・風呂・トイレ・掃除・ペット・介護

⑦ 要援護者班 災害時要援護者支援

⑧ ボランティア班 ボランティアの受入・管理

⑨ 警備班 訓練時の安全確保
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避難所運営の記録・支部との連絡調整

26日13:00               27日10:00                10:15                10:30               10:45             11:00            11:15

業務全般 避難所立ち上げ

避
難
所
運
営
組
織

本部長

副本部長

防災部長

① 総務班

② 避難者情報班

③ 情報班

④ 食料・物資班

⑤ 施設管理班

⑥ 保健・衛生班

⑥ 要配慮者班

⑦ ボランティア
班

⑧ 警備班

避難所開設・運営訓練時程詳細（令和４年度モデル区訓練）

日・時間

②避難所開設・運営訓練（10:00～11:20）

③支部運営訓練（09:00～11:00）

受付・割振り・案内・生活ルールの説明

トイレ等使用禁止場所の立入禁止表
示

備蓄物資の受領・物資の払出・配分及び物資の管理

ボランティアニーズの把握・調整

情報掲示板の設置・情報の掲示

生活ルールの作成 取材対応

安否確認

避難所内外の巡回による火災予防・盗難防止

10:00                                        訓練参加者の安全確保・車両の誘導等 12:00

要配慮者の受入れ支援

特設公衆電話の設置等

全般統制・指導

避難所の立上げ・運営指導・インタビュー対応

避難所運営組織の編成・運営指導補佐

ボランティア要請

感染症予防等衛生管理

炊出し場所の決定
炊き出し支援

照明機材の操作 喫煙所の設置

救護室の設置及び応急救護
仮設トイ
レ等難所
設備の設

置
ゴミ出し要領説明

簡易トイレの設置
ペットスペースの確保・飼育ルールの設定

窓口相談・福祉避難所への依頼

保健士巡回指導

本
部
の
設
置

居
住
ス
ペ
ー
ス
の
設
置

避難所立ち上げ
指導

資器材
払出

照明機
材設置

居
住
ス
ペ
ー
ス
の
設
置

パテー
ション
の設置

避
難
所
運
営
に
関
す
る
説
明

9:45
～
10:00

訓
練
振
返
り

11:10～11:20

避難所の立上げ



南中学校避難所レイアウト（一案）

校 庭

ステージ 玄 関

本部エリア

永原区❶

永原区❷

永原区❸

男
子

多

女
子

１階フロアー

１階フロアー

２階フロアー

洗
面
所

渡り廊下

部
室

部
室

部
室

男

テニスコート

女

炊き出し・食事配布場所
箱根側エリア

事
前
受
付

永原区❹

技術室

専用スペース

ゴミ集積所
物資集積所

ペ
ッ
ト

テント村

車中泊



避難所運営上必要な事項

◇避難所運営本部の設置
・自主防災組織中心の避難所運営が基本
・行政職員や施設職員に依存し過ぎない。
・ボランティアの力を活用する。

◇各班での活動（役割分担の例）

① 総務班 運営本部会議の事務局、記録、地域との連携

② 被災者情報班 名簿管理、問い合わせ・取材への対応

③ 情報班 避難所外の情報収集、避難所内外向け情報発信

④ 食料・物資班 食料・物資の調達・管理・配給、炊き出し

⑤ 施設管理班 危険箇所対応、防犯・治安

⑥ 保健・衛生班 衛生管理・ゴミ・風呂・トイレ・掃除・ペット・介護

⑦ 要援護者班 災害時要援護者支援

⑧ ボランティア班 ボランティアの受入・管理

⑨ 警備班 訓練時の安全確保
66



避難所運営の記録・支部との連絡調整

26日13:00               27日10:00                10:15                10:30               10:45             11:00            11:15

業務全般 避難所立ち上げ

避
難
所
運
営
組
織

本部長

副本部長

防災部長

① 総務班

② 避難者情報班

③ 情報班

④ 食料・物資班

⑤ 施設管理班

⑥ 保健・衛生班

⑥ 要配慮者班

⑦ ボランティア
班

⑧ 警備班

避難所開設・運営訓練時程詳細（塚原・六日市場・美乃和区）

日・時間

②避難所開設・運営訓練（10:00～11:20）

③支部運営訓練（09:00～11:00）

受付・割振り・案内・生活ルールの説明

トイレ等使用禁止場所の立入禁止表
示

備蓄物資の受領・物資の払出・配分及び物資の管理

ボランティアニーズの把握・調整

情報掲示板の設置・情報の掲示

生活ルールの作成 取材対応

安否確認

避難所内外の巡回による火災予防・盗難防止

10:00                                        訓練参加者の安全確保・車両の誘導等 12:00

要配慮者の受入れ支援

特設公衆電話の設置等

全般統制・指導

避難所の立上げ・運営指導・インタビュー対応

避難所運営組織の編成・運営指導補佐

ボランティア要請

感染症予防等衛生管理

炊出し場所の決定
炊き出し支援

照明機材の操作 喫煙所の設置

救護室の設置及び応急救護
仮設トイ
レ等難所
設備の設

置
ゴミ出し要領説明

簡易トイレの設置
ペットスペースの確保・飼育ルールの設定

窓口相談・福祉避難所への依頼

保健士巡回指導

本
部
の
設
置

居
住
ス
ペ
ー
ス
の
設
置

避難所立ち上げ
指導

資器材
払出

照明機
材設置

居
住
ス
ペ
ー
ス
の
設
置

パテー
ション
の設置

避
難
所
運
営
に
関
す
る
説
明

9:45
～
10:00

訓
練
振
返
り

11:10～11:20

避難所の立上げ



避難所運営上必要な事項

◇避難所運営本部の設置
・自主防災組織中心の避難所運営が基本
・行政職員や施設職員に依存し過ぎない。
・ボランティアの力を活用する。

◇各班での活動（役割分担の例）

① 総務班 運営本部会議の事務局、記録、地域との連携

② 被災者管理班 名簿管理、問い合わせ・取材への対応

③ 情報班 避難所外の情報収集、避難所内外向け情報発信

④ 食料・物資班 食料・物資の調達・管理・配給、炊き出し

⑤ 施設管理班 危険箇所対応、防犯・治安

⑥ 保健・衛生班 衛生管理・ゴミ・風呂・トイレ・掃除・ペット・介護

⑦ 要援護者班 災害時要援護者支援

⑧ ボランティア班 ボランティアの受入・管理

⑨ 警備班 訓練時の安全確保
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避難所運営の記録・支部との連絡調整

26日13:00               27日10:00                10:15                10:30               10:45             11:00            11:15

業務全般 避難所立ち上げ

避
難
所
運
営
組
織

本部長

副本部長

防災部長

① 総務班

② 避難者情報班

③ 情報班

④ 食料・物資班

⑤ 施設管理班

⑥ 保健・衛生班

⑥ 要配慮者班

⑦ ボランティア
班

⑧ 警備班

避難所開設・運営訓練時程詳細（塚原・六日市場・美乃和区）

日・時間

②避難所開設・運営訓練（10:00～11:20）

③支部運営訓練（09:00～11:00）

受付・割振り・案内・生活ルールの説明

トイレ等使用禁止場所の立入禁止表
示

備蓄物資の受領・物資の払出・配分及び物資の管理

ボランティアニーズの把握・調整

情報掲示板の設置・情報の掲示

生活ルールの作成 取材対応

安否確認

避難所内外の巡回による火災予防・盗難防止

10:00                                        訓練参加者の安全確保・車両の誘導等 12:00

要配慮者の受入れ支援

特設公衆電話の設置等

全般統制・指導

避難所の立上げ・運営指導・インタビュー対応

避難所運営組織の編成・運営指導補佐

ボランティア要請

感染症予防等衛生管理

炊出し場所の決定
炊き出し支援

照明機材の操作 喫煙所の設置

救護室の設置及び応急救護
仮設トイ
レ等難所
設備の設

置
ゴミ出し要領説明

簡易トイレの設置
ペットスペースの確保・飼育ルールの設定

窓口相談・福祉避難所への依頼

保健士巡回指導

本
部
の
設
置

居
住
ス
ペ
ー
ス
の
設
置

避難所立ち上げ
指導

資器材
払出

照明機
材設置

居
住
ス
ペ
ー
ス
の
設
置

パテー
ション
の設置

避
難
所
運
営
に
関
す
る
説
明

9:45
～
10:00

訓
練
振
返
り

11:10～11:20

避難所の立上げ



避難所運営上必要な事項

◇避難所運営本部の設置
・自主防災組織中心の避難所運営が基本
・行政職員や施設職員に依存し過ぎない。
・ボランティアの力を活用する。

◇各班での活動（役割分担の例）

① 総務班 運営本部会議の事務局、記録、地域との連携

② 被災者情報班 名簿管理、問い合わせ・取材への対応

③ 情報班 避難所外の情報収集、避難所内外向け情報発信

④ 食料・物資班 食料・物資の調達・管理・配給、炊き出し

⑤ 施設管理班 危険箇所対応、防犯・治安

⑥ 保健・衛生班 衛生管理・ゴミ・風呂・トイレ・掃除・ペット・介護

⑦ 要援護者班 災害時要援護者支援

⑧ ボランティア班 ボランティアの受入・管理

⑨ 警備班 訓練時の安全確保
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避難所運営の記録・支部との連絡調整

26日13:00               27日10:00                10:15                10:30               10:45             11:00            11:15

業務全般 避難所立ち上げ

避
難
所
運
営
組
織

本部長

副本部長

防災部長

① 総務班

② 避難者情報班

③ 情報班

④ 食料・物資班

⑤ 施設管理班

⑥ 保健・衛生班

⑥ 要配慮者班

⑦ ボランティア
班

⑧ 警備班

避難所開設・運営訓練時程詳細（塚原・六日市場・美乃和区）

日・時間

②避難所開設・運営訓練（10:00～11:20）

③支部運営訓練（09:00～11:00）

受付・割振り・案内・生活ルールの説明

トイレ等使用禁止場所の立入禁止表
示

備蓄物資の受領・物資の払出・配分及び物資の管理

ボランティアニーズの把握・調整

情報掲示板の設置・情報の掲示

生活ルールの作成 取材対応

安否確認

避難所内外の巡回による火災予防・盗難防止

10:00                                        訓練参加者の安全確保・車両の誘導等 12:00

要配慮者の受入れ支援

特設公衆電話の設置等

全般統制・指導

避難所の立上げ・運営指導・インタビュー対応

避難所運営組織の編成・運営指導補佐

ボランティア要請

感染症予防等衛生管理

炊出し場所の決定
炊き出し支援

照明機材の操作 喫煙所の設置

救護室の設置及び応急救護
仮設トイ
レ等難所
設備の設

置
ゴミ出し要領説明

簡易トイレの設置
ペットスペースの確保・飼育ルールの設定

窓口相談・福祉避難所への依頼

保健士巡回指導

本
部
の
設
置

居
住
ス
ペ
ー
ス
の
設
置

避難所立ち上げ
指導

資器材
払出

照明機
材設置

居
住
ス
ペ
ー
ス
の
設
置

パテー
ション
の設置

避
難
所
運
営
に
関
す
る
説
明

9:45
～
10:00

訓
練
振
返
り

11:10～11:20

避難所の立上げ



避難所運営上必要な事項

◇避難所運営本部の設置
・自主防災組織中心の避難所運営が基本
・行政職員や施設職員に依存し過ぎない。
・ボランティアの力を活用する。

◇各班での活動（役割分担の例）

① 総務班 運営本部会議の事務局、記録、地域との連携

② 被災者情報班 名簿管理、問い合わせ・取材への対応

③ 情報班 避難所外の情報収集、避難所内外向け情報発信

④ 食料・物資班 食料・物資の調達・管理・配給、炊き出し

⑤ 施設管理班 危険箇所対応、防犯・治安

⑥ 保健・衛生班 衛生管理・ゴミ・風呂・トイレ・掃除・ペット・介護

⑦ 要援護者班 災害時要援護者支援

⑧ ボランティア班 ボランティアの受入・管理

⑨ 警備班 訓練時の安全確保
72



避難所運営の記録・支部との連絡調整

26日13:00               27日10:00                10:15                10:30               10:45             11:00            11:15

業務全般 避難所立ち上げ

避
難
所
運
営
組
織

本部長

副本部長

防災部長

① 総務班

② 避難者情報班

③ 情報班

④ 食料・物資班

⑤ 施設管理班

⑥ 保健・衛生班

⑥ 要配慮者班

⑦ ボランティア
班

⑧ 警備班

避難所開設・運営訓練時程詳細（塚原・六日市場・美乃和区）

日・時間

②避難所開設・運営訓練（10:00～11:20）

③支部運営訓練（09:00～11:00）

受付・割振り・案内・生活ルールの説明

トイレ等使用禁止場所の立入禁止表
示

備蓄物資の受領・物資の払出・配分及び物資の管理

ボランティアニーズの把握・調整

情報掲示板の設置・情報の掲示

生活ルールの作成 取材対応

安否確認

避難所内外の巡回による火災予防・盗難防止

10:00                                        訓練参加者の安全確保・車両の誘導等 12:00

要配慮者の受入れ支援

特設公衆電話の設置等

全般統制・指導

避難所の立上げ・運営指導・インタビュー対応

避難所運営組織の編成・運営指導補佐

ボランティア要請

感染症予防等衛生管理

炊出し場所の決定
炊き出し支援

照明機材の操作 喫煙所の設置

救護室の設置及び応急救護
仮設トイ
レ等難所
設備の設

置
ゴミ出し要領説明

簡易トイレの設置
ペットスペースの確保・飼育ルールの設定

窓口相談・福祉避難所への依頼

保健士巡回指導

本
部
の
設
置

居
住
ス
ペ
ー
ス
の
設
置

避難所立ち上げ
指導

資器材
払出

照明機
材設置

居
住
ス
ペ
ー
ス
の
設
置

パテー
ション
の設置

避
難
所
運
営
に
関
す
る
説
明

9:45
～
10:00

訓
練
振
返
り

11:10～11:20

避難所の立上げ



避難所運営上必要な事項

◇避難所運営本部の設置
・自主防災組織中心の避難所運営が基本
・行政職員や施設職員に依存し過ぎない。
・ボランティアの力を活用する。

◇各班での活動（役割分担の例）

① 総務班 運営本部会議の事務局、記録、地域との連携

② 被災者情報班 名簿管理、問い合わせ・取材への対応

③ 情報班 避難所外の情報収集、避難所内外向け情報発信

④ 食料・物資班 食料・物資の調達・管理・配給、炊き出し

⑤ 施設管理班 危険箇所対応、防犯・治安

⑥ 保健・衛生班 衛生管理・ゴミ・風呂・トイレ・掃除・ペット・介護

⑦ 要援護者班 災害時要援護者支援

⑧ ボランティア班 ボランティアの受入・管理

⑨ 警備班 訓練時の安全確保
74



避難所運営の記録・支部との連絡調整

26日13:00               27日10:00                10:15                10:30               10:45             11:00            11:15

業務全般 避難所立ち上げ

避
難
所
運
営
組
織

本部長

副本部長

防災部長

① 総務班

② 避難者情報班

③ 情報班

④ 食料・物資班

⑤ 施設管理班

⑥ 保健・衛生班

⑥ 要配慮者班

⑦ ボランティア
班

⑧ 警備班

避難所開設・運営訓練時程詳細（塚原・六日市場・美乃和区）

日・時間

②避難所開設・運営訓練（10:00～11:20）

③支部運営訓練（09:00～11:00）

受付・割振り・案内・生活ルールの説明

トイレ等使用禁止場所の立入禁止表
示

備蓄物資の受領・物資の払出・配分及び物資の管理

ボランティアニーズの把握・調整

情報掲示板の設置・情報の掲示

生活ルールの作成 取材対応

安否確認

避難所内外の巡回による火災予防・盗難防止

10:00                                        訓練参加者の安全確保・車両の誘導等 12:00

要配慮者の受入れ支援

特設公衆電話の設置等

全般統制・指導

避難所の立上げ・運営指導・インタビュー対応

避難所運営組織の編成・運営指導補佐

ボランティア要請

感染症予防等衛生管理

炊出し場所の決定
炊き出し支援

照明機材の操作 喫煙所の設置

救護室の設置及び応急救護
仮設トイ
レ等難所
設備の設

置
ゴミ出し要領説明

簡易トイレの設置
ペットスペースの確保・飼育ルールの設定

窓口相談・福祉避難所への依頼

保健士巡回指導

本
部
の
設
置

居
住
ス
ペ
ー
ス
の
設
置

避難所立ち上げ
指導

資器材
払出

照明機
材設置

居
住
ス
ペ
ー
ス
の
設
置

パテー
ション
の設置

避
難
所
運
営
に
関
す
る
説
明

9:45
～
10:00

訓
練
振
返
り

11:10～11:20

避難所の立上げ



避難所運営上必要な事項

◇避難所運営本部の設置
・自主防災組織中心の避難所運営が基本
・行政職員や施設職員に依存し過ぎない。
・ボランティアの力を活用する。

◇各班での活動（役割分担の例）

① 総務班 運営本部会議の事務局、記録、地域との連携

② 被災者情報班 名簿管理、問い合わせ・取材への対応

③ 情報班 避難所外の情報収集、避難所内外向け情報発信

④ 食料・物資班 食料・物資の調達・管理・配給、炊き出し

⑤ 施設管理班 危険箇所対応、防犯・治安

⑥ 保健・衛生班 衛生管理・ゴミ・風呂・トイレ・掃除・ペット・介護

⑦ 要配慮者班 災害時要援護者支援

⑧ ボランティア班 ボランティアの受入・管理

⑨ 警備班 訓練時の安全確保
76



避難所運営の記録・支部との連絡調整

26日13:00               27日10:00                10:15                10:30               10:45             11:00            11:15

業務全般 避難所立ち上げ

避
難
所
運
営
組
織

本部長

副本部長

防災部長

① 総務班

② 避難者情報班

③ 情報班

④ 食料・物資班

⑤ 施設管理班

⑥ 保健・衛生班

⑦ 要配慮者班

⑦ ボランティア
班

⑧ 警備班

避難所開設・運営訓練時程詳細（塚原・六日市場・美乃和区）

日・時間

②避難所開設・運営訓練（10:00～11:20）

③支部運営訓練（09:00～11:00）

受付・割振り・案内・生活ルールの説明

トイレ等使用禁止場所の立入禁止表
示

備蓄物資の受領・物資の払出・配分及び物資の管理

ボランティアニーズの把握・調整

情報掲示板の設置・情報の掲示

生活ルールの作成 取材対応

安否確認

避難所内外の巡回による火災予防・盗難防止

10:00                                        訓練参加者の安全確保・車両の誘導等 12:00

要配慮者の受入れ支援

特設公衆電話の設置等

全般統制・指導

避難所の立上げ・運営指導・インタビュー対応

避難所運営組織の編成・運営指導補佐

ボランティア要請

感染症予防等衛生管理

炊出し場所の決定
炊き出し支援

照明機材の操作 喫煙所の設置

救護室の設置及び応急救護
仮設トイ
レ等難所
設備の設

置
ゴミ出し要領説明

簡易トイレの設置
ペットスペースの確保・飼育ルールの設定

窓口相談・福祉避難所への依頼

保健士巡回指導

本
部
の
設
置

居
住
ス
ペ
ー
ス
の
設
置

避難所立ち上げ
指導

資器材
払出

照明機
材設置

居
住
ス
ペ
ー
ス
の
設
置

パテー
ション
の設置

避
難
所
運
営
に
関
す
る
説
明

9:45
～
10:00

訓
練
振
返
り

11:10～11:20

避難所の立上げ



避難所運営上必要な事項

◇避難所運営本部の設置
・自主防災組織中心の避難所運営が基本
・行政職員や施設職員に依存し過ぎない。
・ボランティアの力を活用する。

◇各班での活動（役割分担の例）

① 総務班 運営本部会議の事務局、記録、地域との連携

② 被災者情報班 名簿管理、問い合わせ・取材への対応

③ 情報班 避難所外の情報収集、避難所内外向け情報発信

④ 食料・物資班 食料・物資の調達・管理・配給、炊き出し

⑤ 施設管理班 危険箇所対応、防犯・治安

⑥ 保健・衛生班 衛生管理・ゴミ・風呂・トイレ・掃除・ペット・介護

⑦ 要援護者班 災害時要援護者支援

⑧ ボランティア班 ボランティアの受入・管理

⑨ 警備班 訓練時の安全確保
78



避難所運営の記録・支部との連絡調整

26日13:00               27日10:00                10:15                10:30               10:45             11:00            11:15

業務全般 避難所立ち上げ

避
難
所
運
営
組
織

本部長

副本部長

防災部長

① 総務班

② 避難者情報班

③ 情報班

④ 食料・物資班

⑤ 施設管理班

⑥ 保健・衛生班

⑦ 要配慮者班

⑧ ボランティア
班

⑧ 警備班

避難所開設・運営訓練時程詳細（塚原・六日市場・美乃和区）

日・時間

②避難所開設・運営訓練（10:00～11:20）

③支部運営訓練（09:00～11:00）

受付・割振り・案内・生活ルールの説明

トイレ等使用禁止場所の立入禁止表
示

備蓄物資の受領・物資の払出・配分及び物資の管理

ボランティアニーズの把握・調整

情報掲示板の設置・情報の掲示

生活ルールの作成 取材対応

安否確認

避難所内外の巡回による火災予防・盗難防止

10:00                                        訓練参加者の安全確保・車両の誘導等 12:00

要配慮者の受入れ支援

特設公衆電話の設置等

全般統制・指導

避難所の立上げ・運営指導・インタビュー対応

避難所運営組織の編成・運営指導補佐

ボランティア要請

感染症予防等衛生管理

炊出し場所の決定
炊き出し支援

照明機材の操作 喫煙所の設置

救護室の設置及び応急救護
仮設トイ
レ等難所
設備の設

置
ゴミ出し要領説明

簡易トイレの設置
ペットスペースの確保・飼育ルールの設定

窓口相談・福祉避難所への依頼

保健士巡回指導

本
部
の
設
置

居
住
ス
ペ
ー
ス
の
設
置

避難所立ち上げ
指導

資器材
払出

照明機
材設置

居
住
ス
ペ
ー
ス
の
設
置

パテー
ション
の設置

避
難
所
運
営
に
関
す
る
説
明

9:45
～
10:00

訓
練
振
返
り

11:10～11:20

避難所の立上げ



避難所運営上必要な事項

◇避難所運営本部の設置
・自主防災組織中心の避難所運営が基本
・行政職員や施設職員に依存し過ぎない。
・ボランティアの力を活用する。

◇各班での活動（役割分担の例）

① 総務班 運営本部会議の事務局、記録、地域との連携

② 被災者管理班 名簿管理、問い合わせ・取材への対応

③ 情報班 避難所外の情報収集、避難所内外向け情報発信

④ 食料・物資班 食料・物資の調達・管理・配給、炊き出し

⑤ 施設管理班 危険箇所対応、防犯・治安

⑥ 保健・衛生班 衛生管理・ゴミ・風呂・トイレ・掃除・ペット・介護

⑦ 要援護者班 災害時要援護者支援

⑧ ボランティア班 ボランティアの受入・管理

⑨ 警備班 訓練時の安全確保
80



避難所運営の記録・支部との連絡調整

26日13:00               27日10:00                10:15                10:30               10:45             11:00            11:15

業務全般 避難所立ち上げ

避
難
所
運
営
組
織

本部長

副本部長

防災部長

① 総務班

② 避難者情報班

③ 情報班

④ 食料・物資班

⑤ 施設管理班

⑥ 保健・衛生班

⑦ 要配慮者班

⑧ ボランティア
班

⑨ 警備班

避難所開設・運営訓練時程詳細（塚原・六日市場・美乃和区）

日・時間

②避難所開設・運営訓練（10:00～11:20）

③支部運営訓練（09:00～11:00）

受付・割振り・案内・生活ルールの説明

トイレ等使用禁止場所の立入禁止表
示

備蓄物資の受領・物資の払出・配分及び物資の管理

ボランティアニーズの把握・調整

情報掲示板の設置・情報の掲示

生活ルールの作成 取材対応

安否確認

避難所内外の巡回による火災予防・盗難防止

10:00                                        訓練参加者の安全確保・車両の誘導等 12:00

要配慮者の受入れ支援

特設公衆電話の設置等

全般統制・指導

避難所の立上げ・運営指導・インタビュー対応

避難所運営組織の編成・運営指導補佐

ボランティア要請

感染症予防等衛生管理

炊出し場所の決定
炊き出し支援

照明機材の操作 喫煙所の設置

救護室の設置及び応急救護
仮設トイ
レ等難所
設備の設

置
ゴミ出し要領説明

簡易トイレの設置
ペットスペースの確保・飼育ルールの設定

窓口相談・福祉避難所への依頼

保健士巡回指導

本
部
の
設
置

居
住
ス
ペ
ー
ス
の
設
置

避難所立ち上げ
指導

資器材
払出

照明機
材設置

居
住
ス
ペ
ー
ス
の
設
置

パテー
ション
の設置

避
難
所
運
営
に
関
す
る
説
明

9:45
～
10:00

訓
練
振
返
り

11:10～11:20

避難所の立上げ



災害が発生したら御殿場市では



防 災 組 織
ぼう さい そ しき

御殿場市

災害対策本部
さいがいたいさくほんぶ

御殿場地域
振興センター

御殿場市災害対策本部

御殿場支部

ごてんばし さいがい たいさくほんぶ

ご てんば し ぶ

御殿場市役所
富士岡支所

御殿場市災害対策本部

富士岡支部

ごてんばし さいがい たいさくほんぶ

ふ じ おか し ぶ

御殿場市役所
原里支所

御殿場市災害対策本部

原里支部

ごてんばし さいがい たいさくほんぶ

はらさと し ぶ

御殿場市役所
高根支所

御殿場市災害対策本部

高根支部

ごてんばし さいがい たいさくほんぶ

たかね し ぶ

御殿場市役所
玉穂支所

御殿場市災害対策本部

玉穂支部

ごてんばし さいがい たいさくほんぶ

たまほ し ぶ

御殿場市役所
印野支所

御殿場市災害対策本部

印野支部

ごてんばし さいがい たいさくほんぶ

いんの し ぶ



御殿場市災害対策本部
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御殿場市災害対策本部 各支部

御 殿 場 支 部 玉 穂 支 部

印 野 支 部 高 根 支 部



防 災 組 織

富士岡支所

御殿場市災害対策本部

富士岡支部

〇〇区災害対策本部

各区には、自主防災会があり、区長さんがその会長さんとなって
活動しています。
区の災害対策本部が設置されたら、区長さんはその本部長となり
活動します。
場所は、コミセンや公民館です。



防 災 組 織

災害発生

集合場所

一次避難所

市指定避難所

黄色い旗を出して、
持出し品を持って

組長・班長さんたちが
みんなの無事かどうかを確認します。

各自主防災会で運営していきます。

数区の自主防災会で運営していきます。



市指定避難所南中学校
避難所レイアウト
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御殿場市
災害対策本部

本部室付班

本部避難所
支援班

：指示・報告
：支援・要望確認
：連 携

玉穂支部
派遣グループ
（３名）

南中学校区『避難所運営体制』

御殿場支部
派遣グループ
（５名）

御殿場支部
事務所掌：避難地・避難所

の管理

朝日小学校
（250名）

杉名沢、川島
田、森之腰、
矢崎 ４区

原里支部
派遣グループ
（３名）

原里支部
事務所掌：避難地・避難所

の管理

森之腰幼稚園
（30名）

森之腰、川島田
２区

玉穂第１保育
園

（30名）

茱萸沢下
１区

玉穂支部
事務所掌：避難地・避難所

の管理

玉穂小学校
（540名）

中畑北・東・
南、茱萸沢
下・上
５区

御殿場南
中学校

（400名）

永原
１区

南小学校
（300名）

森之腰、川島田
（稲谷）、新橋
（駅周辺） ３区

二の岡地区
コミセン
（50名）

二の岡
１区

御殿場南高
（450名）

新橋（駅東）、
二の岡
２区



南中学校避難所関係組織連絡網

市災害対策本部

避難所支援班

御殿場支部

・支部派遣職員
・避難所派職員

市指定避難所
開設要望

①永原区
（約４００名）

１次避難所 人員超過

開設の要否

了 承

開設指示

管 理

要 望

住民避難

職員派遣

運営本部

本部長

副本部長

総務班

被災者管理班

要支援者班

・・・

南中学校

市指定避難所

避難所の運営

1 避難者の受入

2 避難者からの要望受け

3 生活ルールの徹底

4 物資の受入

5 支部との連携 等

①災害関連死の絶無
②コロナ感染者の絶無

永原地区コミセン
永原区民数：2,147名
（避難行動要支援者：138
名）



南中学校避難所レイアウト（一案）

校 庭

ステージ 玄 関

本部エリア

永原区❶

永原区❷

永原区❸

男
子

多

女
子

１階フロアー

１階フロアー

２階フロアー

洗
面
所

渡り廊下

部
室

部
室

部
室

男

テニスコート

女

炊き出し・食事配布場所
箱根側エリア

事
前
受
付

永原区❹

技術室

専用スペース

ゴミ集積所
物資集積所

ペ
ッ
ト

テント村

車中泊



市指定避難所の物の備え

アルファ米（さんさいおこわ）×１ アルファ米（わかめごはん）×１ パンのかんづめ×２

便袋２００回分×１ 便袋１００回分 仮設トイレ×２

もうふ １０枚入り×２ ビニールシート×１ バルーンライト×１ はつでんき×１



御殿場市の物の備え

御殿場地区防災倉庫 富士岡地区防災倉庫 原里地区防災倉庫

玉穂地区防災倉庫 印野地区防災倉庫 高根地区防災倉庫

ごてんばちくぼうさいそうこ ふじおかちくぼうさいそうこ はらさとちくぼうさいそうこ

たまほちくぼうさいそうこ いんのちくぼうさいそうこ たかねちくぼうさいそうこ



御殿場市の備蓄物資

アルファー米 アレルギー対応アルファー米 うどん

パンの缶詰

100t耐震性貯水槽 発電機

毛 布 組立式トイレ

段ボールベッド・間仕切り

たいしんせいちょすいそう



けがをしたらどうするの

ケガしちゃったよ

第１救護所

第２救護所

第３救護所

第４救護所

第５救護所

東部病院 フジ虎ノ門病院 富士病院

御殿場石川病院

救護病院

だいじょうぶ？
どうすれば
いいかなぁ



説 明 項 目

１ 地震・風水害・富士山火山災害の影響範囲とその対応

○ 御殿場市の地震被害想定とその対応

○ 御殿場市の洪水ハザードマップの見方（園への影響）

とその対応

○ 御殿場市富士山火山防災マップの見方（園への影響）

とその対応

２ 避難所運営時の自主防災会の役割

３ 質疑応答
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避難行動
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98 98



99

コロナ禍の避難行動

99



100



日頃の備え

101



自宅での避難生活

在宅生活継続（在宅避難）が最良 102



昭和５６年５月以前建築された木造住宅が対象

木造住宅耐震補強等事業

耐震補強工事費への補助

最大１００万円 ＋
全員６５歳以上

２０万円 ＋
在宅避難促進住宅

１５万円

税金の優遇制度（耐震改修促進税制）

所得税

固定資産税

耐震補強工事費又は基準額の１０％を控除（２５万円上限）

耐震補強工事をすると、１年間半額に減税

住宅の耐震化（災害に強い家に住む）
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レイアウトを工夫し安全空間の確保



安全空間の確保と家具・家電の固定、ガラス飛散防止

申請は１世帯につき１回限りです。
受付は御殿場市役所危機管理課(82-4370)または各支所、駅前サービスセンターへ

家庭内家具等転倒防止推進事業

固定台数
申請者負担額

一般世帯 高齢者世帯等

１台 2,100円 630円

２台 2,400円 720円

３台 2,700円 810円

４台 3,000円 900円

５台 3,300円 990円

家庭内家具等転倒防止推進事業（御殿場市の状況）
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必要な物資等の備蓄

106
106
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(5) 降灰（小さな噴石を含む）可能性マップ
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(5) 火山灰による被害 その１

気象庁HP 降灰予報リーフレットより抜粋
109



(5) 火山灰による被害 その２

気象庁HP 降灰予報リーフレットより抜粋
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火山灰の正体は、こんなやつ！！
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避難する時は・・・

火山灰や噴石から、
身を守る。

熱が籠っている
噴石などから、守る。

上から降ってくる
火山灰から、身を守る。

堆積した、火山灰により、
滑りやすくなっているので、
なるべく滑り止めのついている靴

非常持出し品など

火山灰を吸い込ま
ないように又、眼
に入らないように
する。

火山灰を吸い込まない
ように又、眼に入らな
いようにする。

噴煙で太陽が遮られると、昼
間でも真っ暗になるため、懐
中電灯も必要になる。
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